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第一回 県央比企地区
移行期 在宅医療・救急医療連携セミナー

2024年10月30日

シャローム病院 小児科，小児・移行期在宅診療科

中村小百合

パステルタッグプロジェクト

県央比企地区

移行期・成人期医ケア者
在宅・救急

連携プロジェクト 第一弾

本日はご参加
ありがとうございます
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本日の目的

• 在宅医療（一次診療）・救急医療（二次・三次診療）

様々な立場の方々が、同じ方向（↑）を向く

• 現在の課題を共有する

• 課題の根底を探る
– それぞれの「本音」を共有することも必要

• 課題解決のために必要なこととは？ を検討する

地域の移行期・成人期医療的ケア者の安心安全のため

• それぞれの立場を理解し

• 同じ方向を向いて協力し合う（＝連携）スタート地点となる
タッグ

主役：生活
主役：個

相談支援

学校

訪問看護

在宅医
かかりつけ医

日常 体調悪化時 あらゆるときにおいても

救急病院

歯科医師薬剤師

医療的ケア
児等コーディ
ネーター

事業所

保育所 家族

施設

行政

訪問リハビリ

都道府県

医療的ケア児・者の在宅医療における連携

救急病院

あらゆる年齢においても移行期 成人期小児期

タッグ

本日のテーマ
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在宅、救急、様々な立場の関係者が
パステルカラーの様に混ざり合い、課題を共有し取り組む一歩

県央比企地区
移行期・成人期 医療的ケア者
在宅・救急連携プロジェクト

移行期医ケア者の在宅・救急医療連携
今なぜ重要なのか
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厚生労働科学研究費補助金障害者政策総合研究事業「医療的ケア児に対する実態調査と医療・福祉・保健・教育
等の連携に関する研究（田村班）」 及び当該研究事業の協力のもと、社会医療診療行為別統計（各年６月審査分）

により厚生労働省障害児・発達障害者支援室で作成．

※20歳以上の医療的ケア者：人数を示す公的な数値はない
  およそ数万人にのぼるとされる

在宅の医療的ケア児の推計値（0～19歳）

医療的ケア児医療における課題の変遷

1996年「B病院事件」（脳内出血を起こした妊婦の搬送困難）

NICU長期入院児・NICU満床による、産科救急の受け皿不足

医療的ケア児在宅医療体制の推進・整備

医学・技術の発展

ＮＩＣＵ長期入院児の減少

在宅移行となる医療的ケア児の増加

成人期医療的ケア者の救急診療、入院診療の受け皿不足

生活場所の受け皿の不足

親の高齢化 など

在宅で生活する成人期医療的ケア者の増加

主治医の移行；地域の訪問診療、成人内科診療

１

２

３
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賀藤均，位田忍，犬塚亮ら，日本小児科学会雑誌2023; 127(1): 61-78.

成人移行支援に関する主要6要素

成人移行支援を推進する提言
（日本小児科学会，2023年）

本当に完了（解決）しているのか？

Six Core Elements of Health Care Transition

Got Transition®[national resource center on health care transition(HCT)   http://www.gottransition.org/

在宅医療の立場から ①
医療的ケア児・者の在宅医療

http://www.gottransition.org/
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シャローム病院 （埼玉県東松山市）

開院 1994年（開院30年目）

標榜科
内科、外科、皮膚科、緩和ケア内科、乳腺外来

人工透析内科、循環器内科、神経内科、小児科（2015年～）

入院病床数 55床（一般25床、緩和ケア30床、小児0床）

常勤医師数 7名（成人科5名、皮膚科1名、小児科1名）

年間外来患者数 80,000人

年間訪問診療数 3,000回

年間入院患者数 800人（一般500人、緩和ケア300人）

外観東面

「在宅医療、緩和医療、救急医療を特性とし、

   地域のニーズに呼応した多岐にわたる

   医療を行う」

・ 地域医療を担う、小規模病院

当院で定期診療した医療的ケア児・者数：総数78名
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http://shalorm.or.jp/wp-content/uploads/2014/06/spot_001.jpg
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現在、当院で定期診療している医療的ケア児・者：45名

年齢内訳

1～5歳

7%

6～12歳

16%

13～15歳

2%

16～19歳

11%

20～29歳

31%

30～39歳

31%

40～46歳

2%

16歳未満
25%，11名

16歳以上
75%，34名

先天異常

9%
先天

代謝

異常
9%

周産期

異常

28%
神経系感染症

9%

脳出血

9%

てん

かん

9%

神経筋疾患

27%

16歳未満（11名）

先天異常

17%

神経発

生異常

12%

周産期

異常

44%

神経系

感染症

6%

脳出血

3%

てんかん

9%

神経筋疾患

9%

16歳以上（34名）

現在、当院で定期診療している医療的ケア児・者：45名

原疾患
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0 5 10 15 20

導尿

胃瘻・腸瘻

経鼻胃管

酸素

人工呼吸器

気管切開・喉頭気管分離

16歳未満（11名） 16歳以上（34名）

現在、当院で定期診療している医療的ケア児・者：45名

医療的ケアの内容

併診あり

29%

併診なし

71%

診療所併診あり

27%

併診なし

73%

診療所

16歳以上，34名16歳未満，11名

併診あり

100%
三次医療機関 併診あり

12%，4名

併診なし

88%，30名

三次医療機関

（3名：16歳
小児科継続）

現在、当院で定期診療している医療的ケア児・者：45名

平常時の他医療機関の併診

（小児科） （内科、小児科）

当地域のみで診療
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これまでの終診症例：33名（総数78名のうち）

死亡

55%，18名

施設入所

15%，5名

転院

30%，10名 0歳

1～

15歳

16～

19歳20～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

60～

64歳

死亡時年齢

最高齢：64歳

在宅医療の立場から ②
移行期・成人期医ケア者の救急・入院治療
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当院で定期診療する医療的ケア児・者数
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34

過去5年間に定期診療した医療的ケア児者：71名（16歳未満22名、16歳以上49名）

入院理由

CPA後

11%
呼吸不全

18%

ショ

ック

3%

痙攣

重積

4%
脱水症

4%

肺炎

33%

敗血症

4%

胃腸

熱傷

4%

蜂窩

織炎

15%

体温異常

4%

16歳未満，27入院

CPA後

6%

呼吸不全

53%

肺炎

35%

低体温症

6%

16歳以上，17入院

・ 16歳以上：まず在宅治療を行い、重症化したら入院することが多い。

・ 16歳未満：病状が不安定であり早期入院。
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入院先医療機関

大学病院小児科

14入院，52%
大学病院PICU

7入院，26%

小児病院

6入院，22%

16歳未満，27入院

当院

2入院

12%

大学病院成人科

6入院，35%

大学病院救命

救急センター

5入院，29%

専門病院

2入院

12%

その他

2入院，12%

16歳以上，17入院

・16歳未満：当院に小児病棟がないため、他院小児科に入院依頼している。

・16歳以上：当院入院対応は困難と判断し、他院に依頼する症例が多かった。

入院相談件数

1件

25入院，93%

2～5件

2入院，7%

16歳未満，27入院

1件

5入院

29%

2～5件

9入院，53%

6～10件

2入院

12%

11件以上

1入院，6%

16歳以上，17入院

・ 16歳以上：入院先決定まで2件以上が多い。11件相談した事例もあった。

・ 16歳未満：入院先決定まで1件であることがほとんどだった。
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在宅医からみた移行期・成人期医ケア者医療の難しさ

• 在宅医療の内容

– 気管切開、人工呼吸器などの高度医療が必要

– これから必要になる可能性も含む（新規挿管、ICU管理）

• 病状

– 元気、安定、若年

• ご意向

– 蘇生処置 希望あり

– 入院 希望あり

在宅医のみでは対応困難なことも、多い
（前提：自身のスキルアップ、主治医としての責務も大事）

救急医療（成人）の支援を必要とすることも、多い

急性増悪時

医療的ケア児医療における課題の変遷

1996年「B病院事件」（脳内出血を起こした妊婦の搬送困難）

NICU長期入院児・NICU満床による、産科救急の受け皿不足

医療的ケア児在宅医療体制の推進・整備

医学・技術の発展

ＮＩＣＵ長期入院児の減少

在宅移行となる医療的ケア児の増加

成人期医療的ケア者の救急診療、入院診療の受け皿不足

生活場所の受け皿の不足

親の高齢化 など

在宅で生活する成人期医療的ケア者の増加

主治医の移行；地域の訪問診療、成人内科診療

１

２

３ ⇒ 願い  ①在宅医療・救急医療の地域連携（タッグ）

 ②一次・二次・三次医療の連携
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一
次
診
療

16歳 20歳
「小児慢性特定疾病適用終了」

二
次
診
療

三
次
診
療

18歳

途
切
れ
る
連
携

主治医

主治医

小児期 移行期 成人期

日常生活の
健康管理

検査・入院
救急対応

専門的
検査・治療

STOP

「成人診療科」

①在宅医療と救急医療、②一次・二次・三次医療の連携

～ 現状・・・ ～

かかりつけ医
クリニック・診療所・訪問診療

専門診療・高度医療
大学病院「小児科、PICU」

総合病院・救急病院
総合病院「小児科」

STOP

一
次
診
療

かかりつけ医
クリニック・診療所・訪問診療

専門診療・高度医療
大学病院「小児科、PICU」

16歳 20歳
「小児慢性特定疾病適用終了」

総合病院・救急病院
二
次
診
療

三
次
診
療

総合病院「小児科」

18歳

地
域
内
連
携
の
強
化主治医

主治医

小児期 移行期 成人期

日常生活の
健康管理

検査・入院
救急対応

専門的
検査・治療

地域の総合病院
「救急科」「総合診療科」

地域の中核病院
「救急科」

～ 願い・・・ ～

①在宅医療と救急医療、②一次・二次・三次医療の連携

タ
ッ
グ
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主役：生活
主役：個

相談支援

学校

訪問看護

在宅医
かかりつけ医

日常 体調悪化時 あらゆるときにおいても

救急病院

歯科医師薬剤師

医療的ケア
児等コーディ
ネーター

事業所

保育所 家族

施設

行政

訪問リハビリ

都道府県

医療的ケア児・者の在宅医療における連携

救急病院

あらゆる年齢においても移行期 成人期小児期

タッグ

在宅医＆救急医
成人期医療的ケア者の共同入院診療計画（例）

救急医

在宅医

初期救急治療

転院 ／ 在宅
（ 病院）

診
察

診
察

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

退
院
時
期
・退
院
先
決
定

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

退
院
状
態
・退
院
先
共
有

退
院

1w 2w 3w
日常生活
への回復

入
院

（ 月 日） （ 月 日）

（ 月 日） （ 月 日）

（ 病院）

（ 診療所／病院）

本音議論をもとに解決策を
検討する
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